
　国連科学委員会（UNSCEAR）2020年/2021年報告書での推定線量と、東京電力
福島第一原子力発電所事故直後に福島県内で行われた甲状腺測定による実測値の比較
がなされています。また、セシウム134とセシウム137の全身測定（ホールボディ・
カウンタ検査）結果との比較もなされています。
　上図で示したとおり、これらの実測データとUNSCEARによる推計値はおおむね
一致しています。
【報告書記載箇所】
　 •  UNSCEAR2020年/2021年報告書（ANNEX B, 日本語版 P167～168,A136項及び日本語
版P170,A140項から作成）
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